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（１）

　テストや検定試験など、数値化が可能な「認知能力」に対
し、意欲や忍耐力、思いやり、
コミュニケーション力のように
数値化が困難な「非認知能力」
の育成が注目を集めている。そ
の「非認知能力」を伸ばすため
に、珠算指導者である私たちが
できることについてお話しいた
だいた。

　「そろばん学習の本質」に立
ち返り、どうすれば子どもたち
が楽しくのびのびと自分の意思
で練習に取り組むようになるか
をテーマにして行った教室改革

（自分改革）の実践報告。

　日本を代表する大企業であるパナソニックにおいて移動体
無線通信技術を牽引してきた第一人者。氏の生み出してきた
数々の技術が、現在のスマホ世
界の礎を築いたと言っても過言
ではない。その原動力は間違い
なく「珠算との出会い」である
という。60余年の人生を振り返
り「珠算のおかげと思えるこ
と」をお話しいただいた。

　全珠連の主な活動は、
委員会によって運営さ
れている。普段なかな
か見ることのない各委
員会の事業活動内容を
委員自らが紹介。

　

３
月
25
日
13
時
30
分
、

岡
久
泰
大
副
理
事
長
の
開

会
の
こ
と
ば
に
始
ま
り
、

国
歌
斉
唱
・
全
珠
連
歌
斉

唱
と
続
き
、
主
催
者
を
代

表
し
て
工
藤
壽
和
理
事
長

が
挨
拶
を
述
べ
た
。
続
い

て
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
参
事
官
（
高
等
学

校
担
当
）
付　

産
業
教
育

振
興
室
長
・
林
正
敏
氏
、

岡
山
市
長
・
大
森
雅
夫
氏

よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。
そ
し
て
来
賓
紹
介
と

続
き
、
開
催
担
当
支
部
・

池
上
修
生
岡
山
県
支
部
長

よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
澤
田
悦
子
研

究
論
文
審
査
会
委
員
長
よ

り
研
究
助
成
論
文
審
査
経

過
報
告
が
あ
り
、
京
都
府

支
部
・
木
下
和
真
氏
へ
研

究
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ

た
。
今
回
の
研
究
集
会
は

２
日
間
に
わ
た
り
４
講
座

が
開
か
れ
、
日
本
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
３
３
３
名
の

珠
の
同
志
が
熱
心
に
聴
講

し
、
研
鑽
に
励
ん
だ
。

　

翌
26
日
は
、
午
前
11
時

45
分
よ
り
閉
会
式
が
行
わ

れ
、
前
田
珠
樹
研
修
学
教

委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
山

戸
克
弘
副
理
事
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
を
も
っ
て
今
年

度
の
研
究
集
会
は
成
功
裏

に
幕
を
閉
じ
た
。

　

令
和
５
年

９
月
24
日
に

全
珠
連
は
創

立
70
周
年
を

迎
え
る
。
連

盟
同
様
、
今

年
70
周
年
を
迎
え
た
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
は
テ
レ
ビ

放
送
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
は

多
く
の
歴
史
的
な
出
来
事

を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

ど
こ
で
も
同
じ
情
報
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
。
メ
デ
ィ

ア
の
民
主
化
は
私
た
ち
の

生
活
に
大
き
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
っ
た
。

　

だ
が
、
今
で
は
時
代
が

変
わ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
。

新
し
い
メ
デ
ィ
ア
の
出
現

に
荒
波
の
中
に
浮
か
ぶ
木

の
葉
の
よ
う
な
感
も
あ

り
、
形
態
に
変
化
も
み
ら

れ
て
い
る
。
私
た
ち
の
珠

算
業
界
と
は
規
模
が
全
く

違
う
の
で
比
べ
も
の
に
は

な
ら
な
い
と
は
思
う
が
、

珠
算
業
界
も
経
済
産
業
へ

の
貢
献
か
ら
教
育
的
補
助

へ
の
時
代
に
移
り
変
わ
っ

て
き
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
形
態
の
変
化
が
時
代

と
と
も
に
流
れ
る
こ
と
は

否
め
な
い
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
の
時
代

に
、
改
め
て
珠
算
教
育
の

役
割
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
当

然
、
珠
算
教
育
に
も
デ
ジ

タ
ル
の
流
れ
を
組
み
込
む

必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
も

う
一
部
で
は
始
ま
っ
て
い

る
現
状
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
学

校
教
育
を
み
て
み
よ
う
。

学
校
で
は
知
識
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
子
供
た
ち

が
自
分
の
生
活
や
要
求
に

応
じ
て
、
日
頃
の
体
験
や

経
験
を
礎
と
し
て
問
題
を

解
決
し
て
い
く
能
力
を
高

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
が
問
題
場
面
に
出

会
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う

に
解
決
し
て
い
く
か
を
考

え
る
こ
と
を
指
導
す
る
こ

と
に
重
き
が
置
か
れ
て
き

て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
考

え
た
と
き
、
珠
算
教
育
で

も
子
供
た
ち
が
生
活
の
中

で
問
題
を
解
決
し
て
い
く

助
け
と
な
る
よ
う
な
方
法

は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。

（
長
尾　

計
昌
）

５月の紙面

２面	 �第６回オンライン講習
会開催案内

３面	 �珠算優秀生徒表彰式典
４・５面
	 �第69回全国珠算研究集会
６面	 �そろばんボランティア

授業
７面	 �珠算優秀生徒大学合格

だより
８面	 �世界の珠算教育事情

◆ラインナップ◆◆ラインナップ◆

　

３
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
岡
山
市
の
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
第
69
回
全
国
珠
算
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。（
主
催　

公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
教
育
連
盟
、
後
援　

文
部
科
学
省
他
）
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
よ
り
３
３
３
名
の
仲
間
が
集
い
、

研
鑽
に
励
ん
だ
。（
４
・
５
面
に
関
連
記
事
）

「
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
」に

３
３
３
名
が
参
集

第１講座

第4講座

第2講座

第3講座

講　  師

講　  師

発　  表

講　  師

「学力テストで測れない非認知能力って大事！」
― そろばん教室で子どもたちに育むために ―

「自由で、楽しく、子どもが自ら取り組む教室を目指して」
― そろばん教室で「自分からやる子」を増やす実践報告 ―

「ＴＥＡＭ」― 各委員会の活動紹介 ―

「珠算と出会えて本当に良かった」
～60余年の人生を振り返って珠算のおかげと思えること～

岡山大学教育推進機構 准教授　中山　芳一 氏

福岡県　石川　太郎 氏

研修学教・検定競技・広報・珠算教育研
究所の各委員会他

元パナソニック株式会社 珠算部　加藤　修 氏

全国珠算研究集会開催全国珠算研究集会開催第第
6969
回回

文部科学省
林　正敏　氏

工藤壽和
理事長

池上修生
岡山県支部長

岡山市長
大森　雅夫　氏
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２
月
15
日
、「
経
理
実

務
者
向
け
研
修
会
」
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

各
支
部
の
支
部
長
や
総
務

部
長
・
会
計
部
長
、
職
員

等
の
96
名
が
受
講
し
た
。

　

公
認
会
計
士
・
税
理
士

で
連
盟
理
事
の
木
田
稔
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
本
年

10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に

つ
い
て
の
留
意
点
な
ど
、

画
面
上
に
資
料
を
示
し
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
解
説

い
た
だ
い
た
。

　

約
２
時
間
に
わ
た
る
講

習
で
あ
っ
た
が
、
各
々
の

体
制
を
整
え
る
た
め
に
真

剣
に
聞
き
入
る
有
意
義
な

研
修
会
で
あ
っ
た
。

◎
令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び
本
部
収
支
予

算
書
の
承
認
の
件

◎
令
和
４
年
度
支
部
補
正
予
算
の
取
り
扱
い

の
件

◎
珠
算
検
定
試
験
実
施
規
程
の
一
部
改
正
の

承
認
の
件

◎
令
和
６
年
度
以
降
の
全
国
珠
算
研
究
集
会

の
開
催
方
法
の
件

◎
外
部
理
事
・
監
事
及
び
学
術
顧
問
の
推
薦

の
件

◎
業
務
委
託
承
認
の
件

◎
新
入
会
員
の
承
認
の
件

︿
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
﹀

令
和
５
年
２
月
26
日
開
催

於
「
全
珠
連
本
部
事
務
局
」

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
よ
る
実
施

第42回

「
経
理
実
務
者
向
け
研
修
会
」　
開
催

ま
っ
た
な
し
連
盟
支
部
会
計
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応

開

案

催

内

木田稔 先生の２時間の講習に集中

　

す
べ
て
は
問
題
設
定
に
始
ま
る
。

　

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
古
典
的
な
ク
イ

ズ
と
し
て
、
ケ
ー
キ
を
２
人
で
分
け
る
問

題
が
あ
る
。
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
が
ケ
ー
キ

を
分
け
る
と
き
、
２
人
が
納
得
す
る
よ
う

に
分
け
る
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
は
何
が
問
題
視

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ど
う
し
た
ら
正

確
に
２
等
分
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る

の
が
一
般
的
だ
が
、
正
確
に
分
け
る
の
は

難
し
い
。
だ
が
、
こ
の
ク
イ
ズ
は
正
確
に

２
等
分
す
る
こ
と
が
問
題
で
は
な
く
、
大

切
な
の
は
２
人
が
納
得
す
る
と
い
う
部
分

に
あ
る
。
正
確
に
２
等
分
さ
れ
て
い
な
く

て
も
い
い
、
ど
う
す
れ
ば
２
人
が
納
得
す

る
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
か
が
問
題
な
の

だ
。
そ
の
答
え
と
し
て
Ａ
さ
ん
が
で
き
る

だ
け
半
分
に
な
る
よ
う
切
り
分
け
、
Ｂ
さ

ん
に
好
き
な
方
を
選
ば
せ
る
と
い
う
も
の

だ
。
Ａ
さ
ん
は
自
分
が
納
得
し
て
切
り
分

け
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
を
選
ば
れ
て
も

納
得
で
き
る
。
Ｂ
さ
ん
は
自
分
が
好
き
な

方
を
選
べ
る
の
だ
か
ら
納
得
で
き
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
問
題
を
解
決
す
る
う

え
で
重
要
な
こ
と
は
、
設
定
段
階
で
の
方

向
性
に
あ
る
と
い
え
る
。
問
題
の
設
定
が

間
違
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
問
い
を
解
い

て
も
成
果
が
得
ら
れ
な
い
。
今
解
い
て
い

る
問
題
、
こ
れ
か
ら
解
こ
う
と
し
て
い
る

問
題
が
正
し
い
方
向
を
向
い
て
い
る
か
を

考
え
る
の
が
、
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な

る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
論
点
の
設
定

に
お
い
て
も
、
重
大
な
過
ち
は
間
違
っ
た

問
い
に
答
え
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ピ
ー
タ
ー
・
ド
ラ
ッ
カ
ー
も
経
営
に
お

け
る
最
も
重
大
な
過
ち
は
、『
間
違
っ
た

答
え
を
出
す
こ
と
で
は
な
く
、
間
違
っ
た

問
い
に
答
え
る
こ
と
だ
』と
言
っ
て
い
る
。

分
析
の
技
術
的
な
完
全
さ
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
意
見
の
対
立
や
判
断
に
係
る
問

題
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
正
し

い
答
え
で
は
な
く
正
し
い
問
い
が
必
要
な

の
だ
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
我
々
は
真

の
問
題
に
気
付
く
能
力
が
必
要
な
の
だ
と

思
う
。

　

以
前
、
指
導
を
受
け
た
先
輩
か
ら
『
魂

は
強
固
に
、
心
は
従
順
に
』
と
い
う
色
紙

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
珠
算
教

育
に
対
し
て
の
確
固
た
る
信
念
は
と
て
も

重
要
だ
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
だ
け
に
固

執
す
る
こ
と
へ
の
弊
害
も
あ
る
こ
と
を
十

分
理
解
し
た
う
え
で
、
行
動
を
起
こ
す
こ

と
も
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
珠
算
教
育
は
、
計
算
力
・

暗
算
能
力
だ
け
で
は
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
能

力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
認
知
さ

れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ

か
ら
の
珠
算
教
育
の
新
た
な
発
展
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
丹
野
知
行
執
筆
委
員
）

問
題
設
定
に
お
け
る
注
意
点

〜
珠
算
教
育
の
新
た
な
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
〜

本
部
事
業
予
定

５
月
13
日　

珠
算
連
合
代
表
者
会
議　

東　
　

京

５
月
28
日　

第
415
回
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

全
国
一
斉

６
月
４
日　

第
６
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会オ

ン
ラ
イ
ン

６
月
18
日　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

京　
　

都

　
　
　
　
　

珠
算
検
定
試
験
（
４
~
準
６
級
）

全
国
一
斉

　そろばんに関する“不思議”を親子で探求しながら、そろばんへの興味・関心を促し
親子のふれあいと絆を深める企画！
　夏休みの自由研究の題材としてご活用いただけます。
開 催 日：令和５年７月30日（日）
会　　場：東京都台東区「日本そろばん資料館」
時　　間：第１部　10時30分～12時・第２部　13時30分～15時
参加対象：小学３年生～６年生
定　　員：各回とも親子５組　※参加対象者以外のお子様の入館はご遠慮ください。
内　　容： そろばんクイズラリー、そろばん不思議シート活用による自由課題の研究、

そろばんストラップ作り等
申込方法：連盟ホームページ新着情報「ニュース」の申込フォームよりお手続きください。
受付期間：６月５日（月）10時～15日（木）15時
そ の 他： 定員を超えた場合、受付期間終了後、抽選を行います。結果につきましては、７月

上旬までにメールにてお知らせいたします。
　　　　　 なお、参加者の安全に大きな影響が生じると判断した場合は、開催を中止すること

もあります。
　　　　　 この件に関する問い合わせは、日本そろばん資料館（03-3875-6636）までお願い

いたします。

夏休みの自由研究に
第３回そろばんサマーミステリ―

珠
算
教
育
研
究
所
・
研
修
学
教
委
員
会
企
画

第
６
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

日　
　

時
:
令
和
５
年
６
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
~
12
時
30
分

講　
　

座
:
第
１
講
座

　
　
　
　
　
「
算
数
科
の
そ
ろ
ば
ん
と

そ
ろ
ば
ん
教
室
の
そ
ろ
ば
ん
」

　
　
　
　
　
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
名
誉
学
芸
員　

谷　
　

賢
治　

先
生

　
　
　
　
　

第
２
講
座

　
　
　
　
　
「
塵
劫
記
の
著
者『
吉
田
光
由
の
周
辺
』」

　
　
　
　
　
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
学
芸
員　

太
田　

敏
幸　

先
生

受
講
料
:
一
人　

３
,0
0
0
円

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
全
珠
連
会
員
は
１
,0
0
0
円

受
講
単
位
:
当
日
受
講
は
２
講
座
２
単
位（
１
講
座
の

み
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
:
５
月
８
日（
月
）10
時
~
12
日（
金
）15
時

<
締
切
厳
守
>

申
込
方
法
:
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報「
講
習

会
」の
申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
、
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

送
金
期
日
:
５
月
18
日（
木
）<
期
日
厳
守
>

　
　
　
　
　

入
金
確
認
後
、
受
講
確
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
:
申
込（
代
表
）者
は
一
人
一
回
線
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

た
だ
し
、
一
回
線
で
複
数
名（
支
部
・
地

区
・
家
族
単
位
）の
受
講
も
可
能
で
す
が
、

感
染
予
防
対
策
に
は
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
連
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



第 659 号（第三種郵便物認可）全 国 珠 算 新 聞令和 ５ 年 ５ 月 １ 日（月曜日）（３）

　令和４年11月３日、ホテルアネシス瀬
戸大橋で「令和４年度香川県珠算模範生
徒表彰式」が開催されました。
　この式典は、各教室から推薦された成
績が優秀で、他の模範となる生徒が表彰
を受けるものです。今年は３年ぶりの会
場開催となり、当日は受賞者と保護者を
合わせて約140名が参加しました。
　今年受賞したのは主に、段位取得者が
対象となる優秀模範生徒が31名、３級以
上取得者が対象となる優良模範生徒が40
名でした。そして検定試験の最高位であ
る十段に合格した生徒３名には、香川県

　県内３会場（島原地区、県北地区、県央
地区）において、卒業生の優秀模範生徒表
彰式が開催されました。（令和5年2月23日他
開催）

〈生徒代表挨拶〉田浦　七海さん
　私は保育園の年長からそろばんを始めました。
　最初は年上の人ばかりで、だれとも話すこ
とができませんでしたが、少しずついろんな人
と話すことができるようになりました。
　他にも同じ教室じゃない友達とも仲良くなる
ことができ、そろばんをしていなかったら会え
なかった友達がたくさんいました。
　そろばんを続けることで、集中力や計算力
が上がり、算数が得意になりました。
　そして珠算は準五段、暗算は六段まで上
がり、５年生の11月には、初めて九州大会に
参加することができました。
　難しくて授業に行くのが嫌な時期もありまし
たが、あきらめずにがんばった結果、ここま
で上達することができたと思います。

 中学校では部活や勉強で忙しくなりますが、
そろばんと両立させてがんばって続けていこう

　３月12日、神戸芸術センターにて第57回
兵庫県優良模範生徒表彰式典が開催されま
した。第54～56回までは新型コロナウイルス
感染症の影響で中止となり、各教室で記念
品の授与が行われました。実に４年ぶりとなる
会場での開催。さらに今年から新しい会場と
いうこともあり、受賞生・保護者、さらに支部
会員も緊張の面持ちの中、式典が始まりまし
た。本年度の受賞者は低学年表彰93名、

優良表彰１７９名、技能表彰１０１名、十段
表彰２名が該当しており、一人ずつ名前を呼
ばれた受賞生たちは緊張しつつも誇らしそうに

「はい」と返事をし、壇上で表彰状と記念の
メダルやトロフィー、楯が授与されました。
　受賞生お礼のことばでは、中学３年生の生
徒が今までの経験や先生方への感謝の気持
ちを立派に述べてくれました。
　最後の抽選会では、スクリーンに当選者の
名前が映し出され大盛り上がり。こうして無
事式典が会場で開催されたことに大きな喜び
を感じることができました。

　毎年、低学年優秀生徒表彰式を行ってお
ります。対象は小学３年生の３月検定までに
珠算・暗算３級以上（どちらか一方でも可）
に合格した生徒です。毎年、２５０名ほどの
生徒が表彰され、受験者数増加にもつな
がっています。新型コロナウイルスの影響で
令和元年度は会場での開催はできませんでし
たが、令和２年度からは人数制限や午前と
午後の２回に分けるなどの感染対策を行い、
会場での開催を再開しました。令和３年度に
はパチくんとパッチーちゃんが登場し、子供た
ちと記念撮影をするなど人気を集め、会場を
大いに盛り上げてくれました。
　令和元年度から十段位表彰も行うようにな
りました。十段合格者を招待し、楯と賞状を
授与します。
　表彰式のイベントとして、表彰対象者とそ
の家族に向けて９桁のカラフルなマイソロバン
作りを行っております。年々希望者が増え、
昨年は70丁を超えるマイソロバンが生まれまし
た。（令和4年7月31日開催）

　令和４年８月22日、第58回「静岡県そろば
んの日」表彰式典を３年ぶりに、静岡県コン
ベンションアーツセンター（グランシップ）にお
いて開催しました。来賓として県知事、県教
育委員会教育長、議員連盟所属の県内衆
議院議員、珠算協会顧問の県議会議員、

及び市議会議員、中部ブロックの本部理事
及び各支部長等多数の来賓の出席を得て盛
大に挙行できました。
　第１部は副支部長の開式のことばで幕を開
け、支部長の挨拶、続いて来賓の方々から
祝辞をいただき、表彰を行いました。この表
彰式典は、第１回を昭和40年11月23日に静
岡駿府会館で挙行し、現在まで継続しており
ます。
　今回は、表彰生徒４７６名と特別表彰（未
就学優秀生２名と十段合格者９名）が楯を
一人ひとり受け取りました。次に、作文と詩の
コンクール入選者の最優秀作品の朗読があり、
表彰の喜びをかみしめておりました。その後、
表彰生徒代表者から謝辞を受け取り第１部が
終了、第２部はフラッシュ暗算とお楽しみ抽選
会を行い無事終了しました。

珠 算優秀生 徒 表 彰式 典珠 算優秀生 徒 表 彰式 典
静 岡 県

兵 庫 県

長 崎 県 香 川 県

埼 玉 県

支部特別表彰が行われました。
　香川県支部の表彰式での大きな特徴が

「生徒と保護者が一緒に登壇する」ことで
す。表彰を受けるのは生徒ですが、それ
はご家庭の協力があってこそ。この表彰
式は保護者の皆さんへの感謝の意を表す
る場でもあるのです。今年も照れくさそ
うに、でもうれしそうに楯を受け取られ
る保護者の様子が大変印象的でした。
　そして、この日は「そろばん作文コン
クール」の表彰も行われ、受賞者はそれ
ぞれの作文を元気よく発表してくれまし
た。久しぶりの式典開催ということで、
運営面では至らぬ部分があったかもしれ
ませんが、厳粛かつ盛大に開催すること
ができました。

と思います。
　皆さんも「難しくてやめたい」と嫌になるこ
とがあるかもしれませんが、あきらめずにがん
ばれば、その分よい結果が返ってくるはずな
ので、これからもがんばってください。
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子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
に
と
っ
て
大
切
な

"
非
認
知
能
力
"
と
は
何

か
、
ま
た
、
そ
れ
を
伸
ば

す
た
め
に
大
人
が
で
き
る

こ
と
に
つ
い
て
ご
講
演
い

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」

︱
各
委
員
会
の
活
動
紹
介
︱

研
修
学
教
・
検
定
競
技
・
広
報
・

　
　  

珠
算
教
育
研
究
所
の
各
委
員
会
他

第
２
講
座

た
だ
い
た
。
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
小
・
中
学
生
に
実
際

に
行
っ
た
問
題
を
示
し
な

が
ら
、
画
一
的
な
正
解
で

は
な
く
、
自
分
や
他
者
が

納
得
で
き
る
解
を
見
出

す
。
そ
ん
な
納
得
解
を
見

出
し
続
け
る
た
め
に
は
、

「
頭
の
よ
さ
」（
か
し
こ
い

頭
＋
た
く
ま
し
い
頭
）が

大
事
で
あ
る
。が
ま
ん
系
・

や
る
気
系
・
つ
な
が
り
系

と
は
ど
う
い
う
力
な
の
か

と
い
う
こ
と
が
非
認
知
能

力
で
あ
る
と
の
こ
と
。

１
.
非
認
知
能
力
っ
て
ど

ん
な
力
？

　

認
知
能
力
が
あ
る
か
ら

非
認
知
能
力
が
あ
る
。
認

知
能
力
と
は
見
え
る
学
力

（
点
数
に
で
き
る
力
）
で

あ
る
。非
認
知
能
力
と
は
、

客
観
的
な
点
数
に
で
き
な

い
力
で
あ
る
。
例
え
ば
、

忍
耐
力
・
自
制
心
・
回
復

力
な
ど
が
あ
る
。
日
本
で

も
大
切
に
さ
れ
て
き
た
力

「
心
」「
気
持
ち
の
気
」も
非

認
知
能
力
で
あ
る
。

２
.
な
ぜ
、
い
ま
非
認
知

能
力
な
の
か
？

　

目
に
見
え
る
能
力
だ
け

を
高
め
る
の
で
は
な
く
、

目
に
見
え
に
く
い
能
力
も

高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
見
え
な
い
と
こ

ろ
だ
か
ら
し
っ
か
り
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
事
。
自

分
と
向
き
合
う
力
・
自
分

を
高
め
る
力
・
他
者
と
つ

な
が
る
力
の
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ラ
ス

の
面
と
マ
イ
ナ
ス
の
面
と

が
あ
る
。
伸
ば
せ
ば
い
い

だ
け
で
は
な
く
、
伸
ば
し

な
が
ら
も
使
い
こ
な
せ
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

３
.
わ
が
国
の
教
育
で
は

ど
う
な
っ
て
い
る
？

　

新
し
く
学
習
指
導
要
領

が
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い

大
学
入
試
も
変
わ
り
始
め

て
い
る
と
ス
ラ
イ
ド
を
示

し
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
学

校
推
薦
型
選
抜
と
一
般
選

抜
の
他
に
総
合
型
選
抜
が

増
え
た
。
そ
し
て
、
私
立

高
校
を
中
心
に
入
試
問
題

も
変
わ
り
始
め
て
き
て
い

る
。

４
.
非
認
知
能
力
を
伸
ば

す
た
め
に
は
？

　

教
諭
と
は
、
人
格
形
成

を
助
け
る
と
い
う
営
み
で

あ
る
。
そ
の
人
格
と
は
、

気
質（
個
人
の
特
徴
）・
性

格（
性
質
）・
人
格（
人
間

性
）が
あ
る
。人
格
形
成
を

し
て
い
く
と
き
に
必
要
に

な
る
の
が
、
非
認
知
能
力

を
引
き
出
す
こ
と
。
子
ど

も
た
ち
に
、
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
引
き
出
し
て

あ
げ
る
の
に
必
要
な
力
を

意
識
し
て
行
動
を
習
慣
化

（
よ
い
習
慣
と
悪
い
習
慣

の
自
覚
化
）
す
る
意
識
づ

け
が
重
要
に
な
る
。

５
.
そ
ろ
ば
ん
教
室
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
？

　

意
識
の
ス
イ
ッ
チ
オ

ン
！
か
ら
振
り
返
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

①
ど
の
非
認
知
能
力
を
意

識
す
る
か
最
初
に
選
ぶ

②
意
識
し
な
が
ら
そ
ろ
ば

ん
に
取
り
組
む

③
ど
れ
く
ら
い
意
識
で
き

た
か
を
振
り
返
る

④
ど
う
し
て
そ
う
だ
っ
た

か
を
さ
ら
に
振
り
返
る

　

最
後
に
、
人
と
し
て
の

非
認
知
能
力
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
、
一
緒
に
育

て
て
い
く
中
で
最
高
の
環

境
を
作
っ
て
ほ
し
い
、
と

締
め
く
く
り
盛
大
な
拍
手

の
中
で
終
了
し
た
。

　

全
珠
連
の
主
な
事
業
を

運
営
し
て
い
る
各
委
員
会

を
紹
介
す
る
第
２
講
座
。

は
じ
め
に
A
I
ナ
レ
ー

タ
ー
に
よ
り
、
各
委
員
会

の
成
り
立
ち
や
主
な
業
務

が
紹
介
さ
れ
た
。
続
い
て

活
動
内
容
の
詳
細
や
メ
ン

バ
ー
紹
介
を
、
各
委
員
会

が
独
自
に
作
成
し
た
ム
ー

ビ
ー
を
使
い
自
ら
紹
介
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

表
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

で
あ
り
、
会
場
内
は
終
始

和
や
か
な
ム
ー
ド
で
ス
ク

リ
ー
ン
に
引
き
つ
け
ら
れ

て
い
た
。

　

各
委
員
会
の
主
な
活
動

内
容
は
次
の
と
お
り
。

（
当
日
の
紹
介
順
で
掲
載
）

<
検
定
競
技
委
員
会
>

・
珠
算
、暗
算
、フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
検
定
試
験
の
実
施

・
検
定
試
験
制
度
の
改
善

お
よ
び
研
究

・
全
日
本
珠
算
選
手
権
大

会
、
全
日
本
通
信
珠
算
競

技
大
会
の
開
催

・
珠
算
競
技
大
会
の
共
催

お
よ
び
後
援
、
運
営
指
導

<
広
報
委
員
会
>

・
全
珠
連
会
報
や
全
国
珠

算
新
聞
の
編
集

・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

・
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施

・
S
N
S
等
を
活
用
し
た

広
報
活
動

<
珠
算
教
育
研
究
所
>

・
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

の
運
営
、
そ
ろ
ば
ん
サ

マ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー
の
実
施

・
算
数
教
具
部
会
、
教
育

座
談
会
、
学
術
顧
問
会
議

の
開
催

・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
の

実
施

・
珠
算
に
関
す
る
文
献
・

資
料
の
収
集
お
よ
び
保
存

<
研
修
学
教
委
員
会
>

・
全
国
珠
算
研
究
集
会
の

実
施

・
珠
算
春
秋
の
刊
行

・
珠
算
指
導
者
講
習
会

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、
人
材
育

成
講
習
会
、
現
職
教
員
研

修
会
の
開
催

・
珠
算
教
育
士
、
珠
算
教

育
段
位
、
単
位
認
定
の
資

格
認
定

　

最
後
に
岡
久
副
理
事
長

が
総
括
さ
れ
、
全
国
の
先

生
方
か
ら
各
委
員
会
へ
要

望
・
意
見
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
よ
い
委
員
会

活
動
が
で
き
る
よ
う
、
全

珠
連
の
成
長
を
促
し
て
い

き
た
い
と
締
め
く
く
ら
れ

た
。

　

全
珠
連
会
員
で
あ
っ
て

も
委
員
会
の
活
動
内
容
は

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と

が
な
く
、
そ
れ
を
知
る
機

会
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

各
委
員
会
の
思
い
は
ひ
と

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

通
し
て
全
珠
連
の
珠
算
教

育
の
普
及
と
発
展
を
願
っ

て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
な
熱
い
思
い
が
伝
わ

る
講
座
で
あ
っ
た
。

岡
山
大
学
教
育
推
進
機
構

准
教
授

中
山
　
芳
一
氏

「
学
力
テ
ス
ト
で
測
れ
な
い

非
認
知
能
力
っ
て
大
事
！
」

―
そ
ろ
ば
ん
教
室
で
子
ど
も
た
ち
に

育
む
た
め
に
―

第
１
講
座

第69回全国珠算研究集会から第69回全国珠算研究集会から

広報委員会

研修学教委員会

検定競技委員会

珠算教育研究所
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『
珠
算
と
出
会
え
て
本

当
に
良
か
っ
た
』
と
い
う

テ
ー
マ
に
、
受
講
前
か
ら

興
味
を
抱
か
れ
た
先
生
が

多
く
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

珠
算
を
始
め
ら
れ
た
１

９
６
９
年
４
月
か
ら
、
２

０
１
４
年
12
月
の
競
技
生

活
を
終
え
る
ま
で
の
経
歴

に
つ
い
て
、
中
で
も
１
９

８
３
年
８
月
の
全
日
本
珠

算
選
手
権
大
会
で
の
優
秀

な
成
績
で
あ
っ
た
思
い
出

を
、
懐
か
し
さ
を
交
え
な

が
ら
お
話
し
い
た
だ
い

た
。
続
い
て
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
時
代
の
業
務
内
容

か
ら
現
在
の
活
動
で
あ
る

未
来
塾
ま
で
の
お
話
が

あ
っ
た
。

　

次
に
、
人
生
を
振
り

返
っ
て
珠
算
の
お
か
げ
と

思
え
る
こ
と
を
10
項
目
で

お
話
し
い
た
だ
い
た
。
中

で
も
算
数
・
数
学
へ
の
好

影
響
、
頭
の
中
で
計
算
を

自
由
に
処
理
で
き
る
こ
と

へ
の
便
利
さ
、
思
考
が
途

切
れ
な
い
こ
と
の
優
位

性
、
努
力
の
大
切
さ
や
自

己
成
長
な
ど
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
こ
れ
か
ら
の
珠
算
教

育
の
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
で

あ
る
こ
と
だ
と
強
く
感

じ
た
。

　

長
く
続
け
て
い
た
珠
算

だ
が
、
受
験
勉
強
と
の
両

立
に
葛
藤
が
出
始
め
、
無

断
で
通
塾
を
辞
め
た
こ

と
、
高
校
１
年
で
サ
ッ

カ
ー
部
に
所
属
す
る
も
珠

算
に
比
べ
味
気
な
い
日
々

だ
っ
た
話
、
珠
算
再
開
の

決
意
と
高
校
の
勉
強
（
数

学
と
英
語
）
を
前
倒
し
で

完
成
す
る
決
意
へ
と
話
は

続
い
た
。

　

さ
ら
に
、
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
の
成
長
と
珠
算
選

手
継
続
の
両
立
の
葛
藤
の

話
で
は
、
１
９
８
６
年
の

光
デ
ィ
ス
ク
用
Ｌ
Ｓ
Ｉ
開

発
が
転
機
に
な
っ
た
こ

と
、『
研
究
開
発
の
仕
事
』

が
競
技
人
生
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、

ま
さ
に
珠
算
教
育
と
相
通

じ
る
こ
と
が
あ
る
と
感
じ

た
。

　
「
珠
算
と
勉
強
の
両
立

に
悩
む
子
供
た
ち
に
贈
る

エ
ー
ル
」
で
は
、
珠
算
継

続
に
悩
ん
で
い
る
生
徒
た

ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

語
っ
た
。
加
藤
氏
自
身
が

一
度
通
塾
を
辞
め
た
実
体

験
で
あ
る
だ
け
に
、
説
得

力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
小
・

中
・
高
に
お
け
る
つ
ま
ず

き
の
部
分
（
小
学
生
で
の

分
数
・
中
学
生
で
の
文
字

式
・
高
校
生
で
の
関
数
）

を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

最
後
に
「
何
か
一
つ
の

こ
と
に
無
我
夢
中
に
な
っ

た
と
い
う
経
験
が
、
そ
の

分
野
の
能
力
が
付
く
と
い

う
効
果
を
超
え
て
、『
○

○
の
お
か
げ
と
思
え
る
こ

と
』を
た
く
さ
ん
保
有
し
、

そ
の
後
の
人
生
に
つ
な

が
っ
て
い
く
」
と
い
う
言

葉
の
中
に
、
優
し
さ
を
感

じ
取
ら
れ
た
り
、
珠
算
教

育
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ

れ
た
り
し
た
先
生
が
多
く

い
た
こ
と
も
確
か
だ
ろ

う
。
貴
重
な
多
く
の
時
間

を
割
い
て
ご
準
備
い
た
だ

い
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。

元
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社

珠
算
部

加 

藤
　 

　
修 

氏

「
珠
算
と
出
会
え
て

本
当
に
良
か
っ
た
」

～
60
余
年
の
人
生
を
振
り
返
っ
て

珠
算
の
お
か
げ
と
思
え
る
こ
と
～

第
３
講
座

　

日
々
の
指
導
で
感
じ
た

違
和
感
に
、
自
身
の
指
導

に
問
題
が
な
か
っ
た
か
に

向
き
合
い
、
悩
み
、
そ
ん

な
と
き
に
出
会
っ
た
本

『
叱
ら
ず
、
問
い
か
け
る　

子
ど
も
を
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
ば

す
対
話
力
』（
池
上
正
氏

著
）
が
、
こ
れ
か
ら
の
道

を
示
し
て
く
れ
た
と
の
こ

と
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し

て
、「
そ
ろ
ば
ん
学
習
に

自
主
的
に
取
り
組
む
生
徒

を
増
や
す
た
め
に
、
生
徒

の
自
主
性
を
引
き
出
す
指

導
を
心
が
け
る
」「
子
供

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
、
喜

び
を
あ
た
え
ら
れ
る
教
室

を
目
指
し
て
い
る
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

　

次
に
自
分
自
身
と
教
室

を
変
え
る
取
り
組
み
と
し

て
行
っ
た
6
つ
の
実
践
内

容
を
示
さ
れ
た
。

①
干
渉
し
す
ぎ
な
い
、
管

理
し
す
ぎ
な
い

　
「
ダ
メ
」と
い
う
言
葉
を

使
わ
な
い
よ
う
心
が
け
、

子
供
た
ち
が
自
発
的
に
や

り
た
い
練
習
を
さ
せ
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
て
生
徒
の

希
望
を
尊
重
し
つ
つ
さ
り

げ
な
く
ハ
ー
ド
ル
を
高
く

す
る
よ
う
に
し
た
。
生
徒

が
納
得
し
て
練
習
で
き
る

よ
う
に
教
え
方
を
変
え

「
今
日
は
何
を
や
ろ
う

か
？
」
の
声
か
け
を
意
識

し
て
い
る
。

②
生
徒
に
選
ば
せ
る

　

や
る
・
や
ら
な
い
は
自

分
で
決
め
さ
せ
る
、
で
き

る
・
で
き
な
い
も
本
人
次

第
、「
で
き
な
く

て
も
心
配
な
い

よ
、
大
丈
夫
だ

よ
、
ま
ず
は
一

回
試
し
て
み
よ

う
か
」
と
声
を

か
け
、
無
理
に

や
ら
せ
ず
自
分

で
選
ば
せ
る
。

③
ど
ん
な
と
き

も
感
情
的
に
な

ら
な
い

　

指
導
者
の
焦

り
や
感
情
的
な

態
度
は
生
徒
に

伝
わ
り
、
結
果

と
し
て
生
徒
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
下
が
る
。

そ
の
子
に
合
っ

た
指
導
を
考
え
、
余
裕
を

も
っ
て
接
す
る
。
感
情
的

な
態
度
を
と
っ
て
い
な
い

か
を
見
直
し
た
ら
、
生
徒

も
お
だ
や
か
に
練
習
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
問
題

行
動
に
は
余
裕
と
ユ
ー
モ

ア
を
も
っ
て
対
処
す
る
。

④
先
生
に
は
何
を
話
し
て

も
大
丈
夫

　

安
心
感
を
得
る
と
、
子

供
の
自
主
性
を
高
め
、
自

分
の
考
え
や
意
見
を
表
現

し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ

と
に
つ
な
が
る
。
教
室
が

安
心
・
安
全
な
空
間
だ
と

わ
か
れ
ば
、
生
徒
は
の
び

の
び
と
練
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
る
。

⑤
夢
中
に
さ
せ
る
（
没
頭

さ
せ
る
）

　

夢
中
に
な
れ
る
練
習
メ

ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
、
子
供

た
ち
を
ほ
め
る
。
勝
ち
負

け
の
あ
る
練
習
内
容
・

ル
ー
ル
を
考
え
複
数
人
で

練
習
さ
せ
る
。
小
さ
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
課
題
）
を

設
定
す
る
。
練
習
の
成
果

を
『
見
え
る
化
』
す
る
。

⑥
そ
ろ
ば
ん
を
楽
し
ま
せ

る
　

面
白
い
練
習
、
生
徒
が

喜
ぶ
練
習
を
考
え
る
。

　

結
び
に
ご
自
身
の
こ
れ

か
ら
や
り
た
い
こ
と
と
し

て
「
生
き
た
暗
算
力
の
指

導
」「
指
導
者
の
知
恵
を
結

集
し
た
知
恵
袋
の
作
成
」

「
近
隣
の
先
生
と
の
連
携
」

「
Y
o
u
T
u
b
e
に
て

そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
を
発
信

す
る
こ
と
」
を
挙
げ
ら
れ

た
。
終
了
後
は
、
会
場
に

同
席
さ
れ
た
お
母
様
と
と

も
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

福
岡
県

石 

川
　
太 

郎 

氏

「
自
由
で
、楽
し
く
、子
ど
も
が

自
ら
取
り
組
む
教
室
を
目
指
し
て
」

― 

そ
ろ
ば
ん
教
室
で「
自
分
か
ら
や
る
子
」

を
増
や
す
実
践
報
告 

―

第
４
講
座

４年ぶりの会場開催

▲人生を振り返って「珠算のおかげと思えること」10項目

４年ぶりの会場開催 in 岡山

研究奨励賞
受賞の
木下氏
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春
の
訪
れ
を
告
げ
る
東

京
都
支
部
恒
例
の
イ
ベ
ン

ト
「
第
46
回
チ
ビ
ッ
子
そ

ろ
ば
ん
祭
り
」
が
去
る
１

月
22
日
、
学
問
の
神
様
と

し
て
名
高
い
湯
島
天
満
宮

（
文
京
区
）
に
お
い
て
盛

大
に
行
わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年

間
の
中
止
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
本
イ
ベ
ン

ト
に
70
組
の
親
子
（
児
童

は
小
学
３
年
生
以
下
）
が

集
ま
っ
た
。川
口
支
部
長
、

宮
司
に
よ
る
挨
拶
と
続

き
、
子
供
た
ち
は
本
殿
に

て
そ
ろ
ば
ん
を
手
に
お
祓

い
を
受
け
、
小
さ
な
手
で

柏
手
を
打
ち
、
上
達
を
祈

願
し
た
。

　

そ
の
後
、
境
内
に
移
り

２
８
３
桁
（
約
４
ｍ
）
の

そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
読
上

算
を
披
露
し
た
後
に
、
お

揃
い
の
法
被
を
着
て
「
そ

ろ
ば
ん
神
輿
」
を
担
い
で

境
内
を
練
り
歩
き
、「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
」
と
い
う
元
気

な
掛
け
声
を
響
か
せ
た
。

そ
の
声
は
あ
た
か
も
入
試

を
控
え
た
受
験
生
た
ち
を

励
ま
し
て
い
る
か
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

　

代
表
の
子
供
（
男
女
１

名
ず
つ
）
が
支
部
特
製
そ

ろ
ば
ん
大
絵
馬
を
奉
納
後
、

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
ビ
ン

ゴ
」「
そ
ろ
ば
ん
リ
レ
ー
」

を
行
い
無
事
終
了
。

　

楽
し
い
企
画
盛
り
だ
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
子
供

た
ち
の
表
情
を
目
に
し
た

と
き
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
た
。

　

香
川
県
支
部
で
は
、
本

年
度
も
小
学
校
で
の
「
そ

ろ
ば
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授

業
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
前
は
か
な
り
の
数
の

学
校
を
訪
問
し
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
り

申
込
数
が
激
減
し
、
今
年

は
実
施
で
き
た
の
が
１
校

（
３
年
生
）だ
け
と
な
り
ま

し
た
。

ろ
ば
ん
の
指
導
に
行
っ
た

意
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

終
了
間
際
に
生
徒
に
な

じ
め
る
よ
う
、
２
桁
10
口

レ
ベ
ル
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
た
読
上
暗
算
を
孫
と

２
・
３
問
披
露
し
ま
し
た
。

孫
は
助
手
と
し
て
今
回
が

初
め
て
の
授
業
で
し
た

が
、
生
徒
た
ち
の
飲
み
込

み
の
早
さ
、
わ
か
ら
な
い

か
ら
教
え

て
ほ
し
い

と
い
う
や

る
気
、
読

上
暗
算
に

驚
く
姿
が

と
て
も
う

れ
し
か
っ

た
よ
う
で

す
。

　

２
０
１

３
年
か
ら

宍
道
小
学

校
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

　

ク
ラ
ス
に
フ
ラ
ッ
シ
ュ

暗
算
の
で
き
る
子
供
が
い

る
と
ヒ
ー
ロ
ー
扱
い
で

す
。
必
ず
盛
り
上
が
る
の

で
お
勧
め
で
す
。

そ
ろ
ば
ん
で
大
き
な
数
の

計
算
、
小
数
の
計
算
を
学

習
し
、
読
上
暗
算
、
最
後

に
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
を
す

る
の
が
い
つ
も
の
流
れ
で

す
。

　

２
月
６
日
、
松
江
市
立

宍
道
小
学
校
の
３
年
生
２

ク
ラ
ス
の
そ
ろ
ば
ん
学
習

に
、
助
手
と
し
て
大
学
生

の
孫
（
珠
算
四
段
）
と

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
そ
ろ
ば
ん
に
触

れ
る
生
徒
が
多
い
中
、
２

時
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
で
は
５
・
10
を
作
る
計

算
、
大
き
な
数
と
小
数
を

そ
ろ
ば
ん
で
理
解
し
て
も

ら
う
く
ら
い
し
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
授
業
を

の
中
で
は
、
１
時
限
で
ど

れ
だ
け
で
き
る
の
か
？
昨

年
の
内
容
を
ど
れ
だ
け
覚

え
て
く
れ
て
い
る
の
か
？

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
ろ
ば
ん
の
や
り

方
は
忘
れ
て
い
て
も
私
の

こ
と
は
覚
え
て
い
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
も

う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

そ
の
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
授
業
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
が
、
や
は
り
繰
り

上
が
り
繰
り
下
が
り
に
な

る
と
、
一
気
に
雰
囲
気
が

ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
す
る
の
は

毎
回
の
こ
と
。
も
っ
と
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
技

術
が
必
要
で
す
ね
⋮
。

　

そ
の
難
関
を
抜
け
る
と

　

私
は
母
校
で
あ
る
札
幌

市
立
手
稲
宮
丘
小
学
校
と

教
室
に
近
い
新
発
寒
小
学

校
の
２
校
で
、
そ
ろ
ば
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

母
校
の

小
学
校
か

ら
は
、
３

年
生
２
時

限
４
ク
ラ

ス
、
４
年

生
１
時
限

４
ク
ラ
ス

で
の
授
業

を
お
願
い

さ
れ
ま
し

た
。
４
年

生
は
１
時

限
⋮
。
心

進
め
て
い
く
段
階
で

「
あ
！
そ
う
い
う
こ
と
」

「
な
る
ほ
ど
！
」
と
言
う

声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
そ

　

そ
の
学
校
で
は
短
い
時

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

き
な
桁
数
の
計
算
や
フ

ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
に
挑
戦
し

て
、
充
実
し
た
内
容
で
授

業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い

時
間
は
過
ぎ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
ろ
ば
ん
を
習
っ
て

い
る
生
徒
が
、
未
経
験
の

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
手
助
け

す
る
場
面
も
見
受
け
ら

れ
、
普
段
は
見
せ
な
い
姿

に
心
和
や
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

休
み
時
間
に
５
年
生
で

紙
を
い
た
だ
く
度
に
、
授

業
に
行
っ
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
ま
す
。

授
業
を
続
け
て
い
ま
す

が
、「
そ
ろ
ば
ん
学
習
が

楽
し
か
っ
た
」「
興
味
が

わ
い
た
」
と
う
れ
し
い
手

有
段
者
の
生
徒
が
、
授
業

の
様
子
が
気
に
な
っ
た

の
か
窓
か
ら
覗
き
込
ん

で
く
れ
た
の
で
、
サ
プ

ラ
イ
ズ
で
模
範
演
技
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

同
じ
学
校

に
い
る
暗

算
の
達
人

の
凄
さ
に

教
室
内
は

割
れ
ん
ば

か
り
の
拍

手
！
そ
ろ

ば
ん
の
Ｐ

Ｒ
と
し
て

は
、
最
高

の
場
面
に

な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、

以
前
の
よ
う
に
多
く
の
学

校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

が
行
え
る
日
々
が
戻
っ

て
く
れ
ば
と
、
改
め
て

感
じ
た
３
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

賀
状
や
挨
拶
に
度
々
引
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

卒
塾
生
た
ち
が
口
を
揃

え
て
言
う
こ
と
に
「
栄
光

塾
は
イ
ベ
ン
ト
大
好
き

塾
」
と
。
数
あ
る
行
事
の

中
で
も
「
栄
光
塾
誕
生
日

カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」は
、

塾
の
誕
生
日
を
祝
い
、
塾

生
自
作
の
カ
ー
ド
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
39
歳
を
祝
い
ま

す
。
昨
日
も
近
況
報
告
に

来
た
新
大
学
生
た
ち
が
、

自
分
の
時
代
の
作
品
を
見

て
感
慨
深
げ
。
い
ず
れ
の

東こ

風ち

吹
か
ば　

に
ほ
ひ

を
こ
せ
よ　

梅
の
花　

主
あ
る
じ

な
し
と
て　

春
な
忘
れ
そ

⋮
　

梅
が
咲
い
た
報
告
に
、

こ
の
歌
と
「
き
っ
と
忙
し

く
な
る
ぞ
」
と
最
期
の

エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た

父
。
そ
の
４
日
後
、
１
９

８
４
年
２
月
６
日
視
界
５

ｍ
猛
吹
雪
の
中
、
６
名
の

新
入
生
と
保
護
者
を
迎

え
、
開
塾
で
す
。
塾
名
は

「
珠
算
教
室　

栄
光
塾
」

モ
ッ
ト
ー
は
「
継
続
は
力

な
り
」。
卒
塾
生
、
塾
生

に
も
浸
透
し
て
い
て
、
年

行
事
も
塾
生
、
卒
塾
生
み

ん
な
の
力
の
結
集
で
続
い

て
い
ま
す
。

　

昨
年
７
月
、
元
気
が
取

り
柄
の
私
に
突
然
、
化
膿

性
脊
椎
炎
と
や
ら
の
病
。

激
痛
が
走
り
、
起
き
る
こ

と
も
困
難
に
。
手
術
を
回

避
し
た
た
め
、
抗
菌
薬
の

服
用
と
コ
ル
セ
ッ
ト
装
着

の
日
々
。
家
族
や
卒
塾
生

の
車
で
の
送
迎
の
お
陰

で
、
一
日
も
休
ま
ず
授
業

を
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
日
、
手
芸
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
い
る
４
年
生

が
、
お
母
さ
ま
と
共
作
で

私
の
大
好
き
な
ペ
ン
ギ
ン

と
フ
ァ
イ
ト
の
旗
付
き
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
そ
っ
と
ポ

ケ
ッ
ト
に
。
時
お
り
顔
を

見
せ
に
来
て
く
れ
る
中
学

生
は
「
俺
、
受
験
勉
強
が

ん
ば
る
し
、
先
生
は
首
の

治
療
が
ん
ば
っ
て
」
と
逆

に
応
援
さ
れ
ま
し
た
。
３

月
現
在
、
新
た
な
骨
の
出

現
で
恐
る
恐
る
で
す
が
、

コ
ル
セ
ッ
ト
を
外
せ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
５
年

生
が
「
○
○
ち
ゃ
ん
が

作
っ
て
く
れ
た
ペ
ン
ち
ゃ

ん
の
お
か
げ
や
ね
」
と
。

行
事
と
と
も
に
人
を
思
い

や
る
心
は
綿
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
こ
と
に
、
今

更
な
が
ら
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。

栄
光
塾
と
と
も
に

石
川
県　

新
保　

静
子

東

京

東

京
チビッ子チビッ子
そろばん祭りそろばん祭り

第46回第46回 加
藤　

大
悟

曽
田　

節
子

壷
井　

英
貴

―
各
地
で
実
施
―

　

そ
ろ
ば
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

道
　
央

島
根
県

香
川
県

大きな桁数の計算にも挑戦

梅もほころぶ子供たちの笑顔

お揃いの法被で「ワッショイ！」

そろばん学習の楽しさを伝える

みんなでフラッシュ暗算に挑戦
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〈 珠　算　６名 〉

中１
（13）

青
森
県

加か

藤と
う

雄ゆ
う
だ
い大中１

（13）

青
森
県

沼ぬ
ま
や
ま山

大ひ
ろ

斗と 小６
（12）

道
央奈な

ら良

優ゆ
う

杜と

中１
（13）

沖
縄
県

磨み
が
き　

り
り
あ 中２

（14）

三
重
県

竹た
け
し
ま島

大た
い

智ち

愛
知
県

伊い

藤と
う

万ま

尋ひ
ろ

小６
（12）

〈 暗　算　19名 〉

小６
（12）

青
森
県

熊く
ま

野の

暁あ
き
ふ
み文小３

（９）

東
京
都

三み

浦う
ら

季き

紗さ 小５
（11）

オ
ホ
ー
ツ
ク

三み

浦う
ら

か
り
ん

小４
（10）

愛
知
県

鈴す
ず

木き

篤あ
つ

生き小６
（12）

三
重
県

江え

田だ

杏あ
ん

莉り 小４
（９）

愛
知
県

髙た
か

木ぎ

梨り

り々

華か

中１
（13）

東
京
都

髙た
か

野の

悠ゆ
う

真ま中１
（13）

愛
知
県

園そ
の
は
ら原

麻ま

音の
ん 中２

（14）

東
京
都

石い
し

田だ

よ
つ
葉は

小５
（10）

兵
庫
県

篠し
の
は
ら原

健け
ん

汰た小６
（12）

兵
庫
県

安あ
ん
ど
う藤

こ
は
る 小５

（11）

京
都
府

高た
か
は
し橋

風ふ
う
す
け介

中１
（13）

大
分
県

田た

邉な
べ

圭け
い

吾ご

奈
良
県

服は
っ
と
り部

充じ
ゅ
う

利り

小３
（９）

埼
玉
県

渡わ
た
な
べ邊

圭け
い

悟ご

小４
（９）

神
奈
川
県

石い
し

井い

彩さ

良ら

小４
（９）

山
口
県

江え

藤と
う

温あ

心こ

高１
（15）

東
京
都

松ま
つ
ざ
わ澤　

ゆ
り
小６
（12）

東
京
都

菅す
が
は
ら原

菜な
ず

沙な

中２
（14）

全珠連ホームページで
合格者の声を掲載中
そろばんのチカラ

祝祝 珠算優秀生徒珠算優秀生徒
　大学合格だより　大学合格だより（敬称略）（敬称略）

珠
算
六
段
　
暗
算
八
段

広
島
経
済
大
学

経
営
学
部

合合
格格

珠
算
十
段
　
暗
算
十
段

広
島
修
道
大
学

商
学
部

合合
格格

珠
算
六
段
　
暗
算
八
段

安
田
女
子
大
学

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部

合合
格格

伊
藤　

謙
将

（
広
島
県
）

内
堀
八
栄
子

（
広
島
県
）

笹
山
ほ
の
か

（
広
島
県
）

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
系
科
目
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

そ
ろ
ば
ん
を
習
っ
た
お
か
げ
で
数
字
に
強
く
な
り
、
授
業
の
と
き

に
計
算
を
速
く
解
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
、
簿
記
や
資

格
取
得
を
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
珠
算
に
関
し
て
の
将

来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
を
学
ん
で
集
中
力
・
計
算
力
・
記
憶
力
が
身
に
つ
い
た
。
ま

た
大
会
を
通
じ
て
自
分
の
学
校
以
外
に
も
友
達
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

小
学
校
１
年
生
か
ら
12
年
間
そ
ろ
ば
ん
を
続
け
て
き
て
、
勉
強
と

そ
ろ
ば
ん
の
両
立
が
大
変
な
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
両
方
努
力
し
、

が
ん
ば
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
学
推
薦
入
試
で
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
そ
ろ
ば
ん
を
続
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

真
面
目
に
物
事
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
努
力

し
た
結
果
が
実
る
と
う
れ
し
い
か
ら
で
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

岸
良　

百
合
子　

氏

　

合
格
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
努
力
が
報
わ
れ
た
こ
と
を
心
か
ら
喜

ん
で
お
り
ま
す
。
が
ん
ば
っ
た
自
分
を
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
の
４
年
間
で
、
し
っ
か
り
と
学
ん
で
、
自
分
の
夢
を
叶
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
一
生
つ
き
合
え
る
友
達
と
出
会
い
、
大
学
生
活
を
思
い
っ
き
り

エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
大
い
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

高
校
で
も
勉
強
し
て
い
た
簿
記
を
よ
り
深
く
学
び
、
高
難
度
の
資

格
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

高
校
で
は
珠
算
部
に
所
属
し
、
部
活
後
は
、
珠
算
塾
に
も
通
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
家
で
勉
強
に
取
り
組
む
時
間
が
な
く
、
通

学
中
や
休
憩
時
間
を
活
用
し
、
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
珠
算
に
関
し
て
の
将

来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
を
始
め
て
、
計
算
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
精
神
力
や
忍
耐

力
な
ど
社
会
に
出
て
必
要
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
目
標
は
、
解
い
た
問
題
を
百
発
百
中
で
合
わ
せ
ら
れ
る

く
ら
い
気
持
ち
よ
く
そ
ろ
ば
ん
を
弾
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　
「
こ
こ
ま
で
」
と
自
分
で
限
界
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
を
信

じ
て
一
歩
ず
つ
進
み
、
目
標
を
達
成
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

私
は
負
け
ず
嫌
い
で
す
が
、
メ
ン
タ
ル
が
と
て
も
弱
い
で
す
。
負

け
た
く
な
い
け
ど
、
一
歩
踏
み
出
せ
ず
、
前
進
に
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
多
い
で
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

松
山　

義
昭　

氏

　

大
学
合
格
お
め
で
と
う
。
年
長
か
ら
そ
ろ
ば
ん
を
始
め
、
そ
ろ
ば
ん

学
習
を
通
じ
て
己
を
知
り
努
力
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
、
才
能
、
力
を

伸
ば
し
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
隠
れ
た
能

力
を
引
き
出
す
努
力
も
忘
れ
ず
、
多
く
の
経
験
も
重
ね
、
大
学
生
活
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
．
大
学
に
入
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と

　

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
専
門
知
識
や
、
技
術
に
つ
い
て
学
び
た
い
で
す
。

２
．
珠
算
と
勉
学
の
両
立
に
つ
い
て

　

珠
算
と
勉
学
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
立
て
て
気

持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
で
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
．
珠
算
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
、
珠
算
に
関
し
て
の
将

来
の
目
標
や
希
望
に
つ
い
て

　

珠
算
の
お
か
げ
で
集
中
力
が
身
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
集
中
力
が
勉

強
す
る
と
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

４
．
後
輩
へ
お
く
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
ひ
と
こ
と

　

継
続
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
大
変
な
こ
と
も
あ
る
と

思
う
け
ど
諦
め
ず
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

５
．
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て

　

性
格
は
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
趣
味
は
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
見
る
こ
と
で
す
。

〈
恩
師
の
言
葉
〉　

岸
良　

百
合
子　

氏

　

笹
山
さ
ん
の
が
ん
ば
り
を
小
学
生
の
と
き
か
ら
、
一
番
近
く
で
見
続
け
て
き

ま
し
た
。
今
日
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

自
分
を
信
じ
て
突
き
進
ま
れ
た
ほ
の
か
さ
ん
が
、
と
て
も
誇
ら
し
い
で
す
。
大

学
生
活
は
、
将
来
を
決
め
る
大
切
な
４
年
間
で
す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
け
ど
、
バ
イ
ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
、
今
し
か
で
き
な
い
経

験
を
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
人
生
に
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
有
意
義
で
充
実
し
た
毎
日
に
な
る
よ
う
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　第658号（３月号）に掲載しました
「第412回全珠連検定試験十段位合格
者」において、三重県の暗算満点合
格者の氏名と顔写真を誤って掲載し
ておりました。
　関係各位にご迷惑をおかけいたし
ましたことをお詫びするとともに、
ここに訂正させていただきます。

お詫びと訂正

暗算十段位満点合格
三重県

竹
たけおか

岡 夏
なつ

希
き

中２（14）
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落
語
と
は
、
江
戸
時
代

の
日
本
で
成
立
し
、
現
在

ま
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
話
芸
の
一
種
で

す
。
最
後
に「
落
ち
」
が

つ
く
こ
と
を
一
つ
の
特
徴

と
し
て
き
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。「
落
し
ば
な
し
」

を
略
し
て
「
は
な
し
」
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
般
は
、
数
あ
る
落
語

の
中
に
「
そ
ろ
ば
ん
」
と

い
う
文
言
が
発
せ
ら
れ
た

演
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

①
勘
定
板
（
か
ん
じ
ょ

　

コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
範
囲

が
狭
ま
れ
た
85
歳
の
母
に

週
１
回
そ
ろ
ば
ん
指
導
を

始
め
る
と
、
思
い
の
ほ
か

う
い
た
）
②
金
明
竹
（
き

ん
め
い
ち
く
）③
壺
算（
つ

ぼ
ざ
ん
）
④
御
神
酒
徳
利

（
お
み
き
ど
っ
く
り
）
⑤

船
徳
（
ふ
な
と
く
）
⑥
妾

馬
（
め
か
う
ま
）
⑦
お
ご

ろ
も
ち
盗
人
（
お
ご
ろ
も

ち
ぬ
す
っ
と
）
⑧
ら
く
だ

⑨
片
棒
（
か
た
ぼ
う
）

⑩
畳
算
（
た
た
み
ざ
ん
）

⑪
百
年
目
（
ひ
ゃ
く
ね
ん

め
）
⑫
味
噌
蔵
（
み
そ
く

ら
）⑬
引
越
し
の
夢（
ひ
っ

こ
し
の
ゆ
め
）
⑭
口
入
屋

（
く
ち
い
れ
や
）
⑮
ざ
こ

八
（
ざ
こ
は
ち
）
⑯
火
事

ス
ム
ー
ズ
で
楽
し
ん
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
２
０
２

１
年
10
月
か
ら
施
設
で
そ

ろ
ば
ん
教
室
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
始
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
30
分
程
度
で
試

息
子
（
か
じ
む
す
こ
）
⑰

菊
江
の
仏
壇
（
き
く
え
の

ぶ
つ
だ
ん
）
⑱
天
下
を
分

け
た
男
（
て
ん
か
を
わ
け

た
お
と
こ
）⑲
七
段
目（
し

ち
だ
ん
め
）
⑳
し
の
字
嫌

い
（
し
の
じ
ぎ
ら
い
）
�

笠
碁
（
か
さ
ご
）
�
悋
気

の
火
の
玉
（
り
ん
き
の
ひ

の
た
ま
）
�
子
別
れ
（
こ

わ
か
れ
）�
茶
屋
迎
い（
ち

ゃ
や
む
か
い
）�
両
泥（
り

ょ
う
ど
ろ
）
�
長
屋
の
算

術
（
な
が
や
の
さ
ん
じ
ゅ

つ
）、
以
上
26
の
演
目
が

あ
り
ま
し
た
。

み
ま
し
た
。
現
在
は
利
用

者
の
方
々
の
意
気
込
み
と

熱
意
で
、
週
２
回
の
70
分

授
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

そ
ろ
ば
ん
を
習
う
の
は
初

め
て
で
す
。
使
う
そ
ろ
ば

ん
も
問
屋
そ

ろ
ば
ん
、
15

桁
の
プ
ラ
玉

そ
ろ
ば
ん
、

幼
児
用
そ
ろ

ば
ん
と
さ
ま

ざ
ま
、
運
指

も
指
導
法
も

多
種
多
様
に

対
応
し
て
い

　
「
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
う

文
言
は
、
意
味
合
い
に

よ
っ
て
使
わ
れ
方
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同

じ
演
目
で
も「
そ
ろ
ば
ん
」

と
い
う
文
言
を
使
わ
な
い

落
語
家
も
お
ら
れ
ま
す
。

日
常
生
活
に
「
そ
ろ
ば

ん
」
が
い
か
に
馴
染
ん
で

い
た
か
を
感
ず
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

私
の
知
っ
て
い
る
限
り

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

他
の
演
目
も
ご
存
じ
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
お
教
え
く
だ
さ
い
。
折

を
見
て
、
そ
ろ
ば
ん
が
出

て
く
る
落
語
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

学
芸
員　

太
田　

敏
幸
）

ま
す
。

　

最
高
齢
99
歳
の
祖そ

慶け
い
ト

ヨ
さ
ん
も
そ
ろ
ば
ん
は
初

め
て
の
体
験
で
、
当
初
は

ト
ゥ
ス
イ
ガ
ヌ
ー
ス
ガ

デ
ー
ジ
ー
（
年
寄
り
が
何

で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の

大
変
）
と
渋
っ
て
い
た
の

に
、
今
で
は
授
業
が
終
わ

る
ま
で
手
が
止
ま
り
ま
せ

ん
。
本
来
の
負
け
ん
気
と

集
中
力
で
わ
き
目
も
振
ら

ず
そ
ろ
ば
ん
を
弾
き
ま
す
。

ト
ヨ
さ
ん
の
が
ん
ば
る
姿

は
他
の
利
用
者
さ
ん
の
励

み
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
チ
パ
チ
１
０
０
歳
、

８
級
合
格
を
合
言
葉
に
今

日
も
ム
チ
カ
サ
ン
ヤ
ー

（
難
し
い
ね
）
と
言
い
な

が
ら
も
割
り
算
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

※本頁は教場等でご活用ください。

落
語
と
そ
ろ
ば
ん

沖

縄

沖

縄

答えは連盟HPの「新着情報（ニュース）」
を見てね！（5月中旬公開予定）

そろばんのチカラ 検　索

18回目のテーマは
『母の日』
まちがいが10コあるよ！

　前号にてＦＩＦＡワールドカップ２０２２　３位決定戦（クロアチア対モロッコ）が、珠

算教育実施国同士の対戦であったことを紹介すると共にクロアチアの珠算教育事情を紹介し

た。今回はその対戦相手、モロッコの珠算教育事情を紹介したい。

　モロッコに珠算教育が紹介された時期は２０００年代中盤と、アフリカ大陸の中では早い

方であった。日本とモロッコの国交樹立５０周年記念となる２００６年の秋に、国際珠算普

及基金、Ｉ．Ｍ．そろばん、国際文化交流協会の珠算関連ＮＰＯ法人３団体の共催で、同国と

同時にチュニジア、ハンガリーを訪問し、記念事業の一環として珠算紹介活動を実施した。

　残念なことに、その後モロッコを訪問し珠算教育事情を確かめる機会には恵まれていない

が、ＡＩＡＭＡ（ＡＢＡＣＵＳ ＫＩＮＧ）といった中華系珠算教育団体に加盟していることな

どから、珠算教育が継続していることは確認できる。

モロッコ王国 Vol.２２モロッコ王国 Vol.２２

９級合格！祖慶トヨさん（99歳）と指導者の宮城清美先生

人
生
１
０
０
年
時
代
の
そ
ろ
ば
ん
学
習

人
生
１
０
０
年
時
代
の
そ
ろ
ば
ん
学
習

〜〜 
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
取
り
組
み

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
取
り
組
み 

〜〜


